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花葉会基金への醵金のお願い

花葉会は、会員相互の親睦、研鑚と情報交換を図ると共に、花卉園芸界の発展に寄与することを目的とし、

①総会、②親睦会、③研究会、④会報、名簿等の発行、⑤功労者の表彰等の事業を行っています。

おかげさまで、多くの方々からのご支援・ご協力により、上記の事業をどうにか円滑に運営しております。

さて、会報「花葉」創刊号等でお願いしました花葉会基金は、26年目を迎え、平成19年3月現在、2780万円

を超えました。しかし、昨今の低金利の状況では、花葉会がさらに発展し、花葉会の目的を推進するための

事業を展開し、情報の収集・交換などにより後輩の育成を行うには、この花葉会基金の充実をさらに図るこ

とが必須であります。

是非、花葉会の趣旨に賛同していただき、醵金をお願いしたいと存じます。ご協力のほどよろしくお願いい

たします。

なお、ご送金につきましては、通信欄に｢花葉会基金｣と明記の上、郵便振替：東京5-13341花葉会をご利

用ください。
花葉会幹事一同

お問合せ： 「花葉会」事務局
〒271-8510 松戸市松戸648 千葉大学園芸学部花卉園芸学研究室内　TEL＆FAX: 047-308-8810

◆26号も多彩な原稿をお寄せいただ

き、ありがとうございました。

◆幅広い年代の皆さまに読んでいただ

けることを念頭に、６月の幹事会でアイ

ディアを集め、ページ割りをして原稿依

頼。依頼文字数どおりに書いてくださ

る方、オーバー気味の方、逆に少ない

方、いろいろですが、そこが編集の腕

の見せどころ？　不思議とどうにか収

まります。でも「会員名簿の追加と訂正」

の原稿量は予測外。文字が小さくなっ

てしまい、ごめんなさい。

◆花葉会ホームページhttp://www.kay-

oukai.net/からも『花葉』を読むことがで

きます。会員以外の方から「花葉の記

事を読みましたが」と、お問合せをい

ただきました。たまたま検索していて、

ヒットしたとのこと。改めて、ネットの世

界のすごさを感じました。一人歩きす

る怖さはありますが、できることならう

まく活用したい。そう願っております。

◆『花葉』の費用は、掲載していただく

広告料と会員の皆様の協力金でまか

なっております。協力金は３年毎、現在

24～26号分を徴収中です。未納の方

はよろしくお願いします。

◆花葉会事務局は門脇元子さんが退

職。長い間お世話になりました。『花葉』

からも感謝！ 新たに岡田美也子さん

が引き継いでくれています。よろしくお

願いします。

◆花葉会ホームページへの記事掲載、

および花葉への寄稿は、花葉会事務局

宛、または編集人E-mail:flower@mua.

biglobe.ne.jp へどうぞ。
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